
 

 

 

 

 

 

世界遺産「是川石器時代遺跡」の小学生向け副読本について 

 

 

１. 目 的    令和３年７月に世界遺産となった「北海道・北東北の縄文遺跡群」と、

その構成資産である是川石器時代遺跡の価値や重要性を分かりや

すく解説する小学生向け副読本を作成し、活用することで、子ども

たちの郷土に対する誇りや愛着を育む。 

 

２. 対 象 小学校新６年生 

 

３. 仕 様 Ａ５判 16 ページ  

 

４．発行部数 2,000 部 

 

５. 発 行 日 令和４年３月８日（火） 

 

６. 配付時期 令和４年４月中旬ごろ 

 

７．そ の 他 対象となる学年以外でも授業等で活用できるように、市内全小中学

校に PDF データを配付するとともに、是川縄文館ホームページに掲

出する。 

 なお、PDF データの配付・掲出時期は、小学校新６年生への副読本

配付後を予定している。 
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令和３年度八戸市内幼児教育・保育施設向け説明会の実施報告について 

 

 今年度よりこども支援センター、子育て世代包括支援センター、こども家庭相談室が連

携し、「令和３年度八戸市内幼児教育・保育施設向け説明会」を実施しましたので、下記

のとおり報告いたします。 

 

記 

 

１ 主 旨   当市の幼児に関する相談窓口の役割について周知を図る。 

 

２ 経 過   今年度より新たに配置した幼児教育アドバイザーの活用に関する庁

内ヒヤリングにおいて、市内の相談窓口それぞれの役割について周知

してほしいという希望があり、今回、実施の運びとなった。 

 

３ 実 施 日 時   令和４年２月８日（火） １４：００～１５：３０ 

 

４ 実 施 方 法   オンライン 

 

５ 参加人数等   市内幼児教育・保育施設及び県立特別支援学校 71 施設 132 名  

 

６ 事後アンケートから（50施設から回答） 

 ・「よく理解できた」「だいたい理解できた」を合わせて 96％ 

 ・今後「巡回相談」を希望する施設は 48施設中 34施設 

 ・今後「幼児相談アドバイザーの派遣」を活用したい施設は 48 施設中 32 施設 

  （内容：事前相談 27 施設、ケース会議 5施設、園内研修 7 施設） 

  〇こども支援センターが相談窓口になっているということを知り、気になる子どもへ

の相談等が気軽にでき、配慮が必要な子どもについての支援がしやすくなった。 

  〇３つの機関の違いが分かり、発達障害児に困った時に相談する機関が明確になった。 

  〇八戸版ネウボラのリーフレットが見やすく、分かりやすくまとまっていたので積極

的に活用したい。 

  ●母子保健事業とこども支援センターのつながり（関わり）について詳しく知りたい。 

  ●集団の中で支援が必要な子が多く在籍している。就学に向けてどのような対応が必

要なのか、担任が学ぶ機会があると助かる。（研修会など） 
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